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（１）部門教職員(２ ２３ ３ ） 
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教    
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教 （ ）   

教 （ ）   
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 教（ ）   

教   

 

教育  ,   

研究 部情報システム  
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（２）部門概要 

情報基盤・セ テ 部門(Division of Information Infrastructure and Security)  

 情報システム 情報 ト ー 情報セ テ 研究・教育

・ 情報 情報セ テ ・ 用 ・教育 情報セ

テ ・ 用 ・ 情報 ト ー 情報システム

い さ CISO CISO CSIRT（シー ート）  

令和 4 年度の主な活動は以下のとおりです。 

1) 情報基盤システム 用  

情報基盤システム（ 9 1 ） 情報 ト ー 情報システム 情報教育用 PC

さ い 情報 ト ー 関 ータセンター 要 ン ス（

） 長 80Gbps （40Gbps×2） ン ータ

ト ー ス ース ト ー ・ 実

あ 情報 ト ー イ ー IPS L3 スイ

ータセンター 要 ン ス 305 ー L2 スイ 基 20Gbps（10Gbps

×2） ト ー つ あ ト ー ス

ース セス イント 655 業 い  

情報システム 関 業務 ータセンター

用 い OS Web ステ ン ー ス ベ

ート ・ い さ ータ

ン ス さ システム 20Gbps（10Gbps×2） い

情報システム 用 用 事業

（BCP） い  

情報教育用 PC 関 情報教育 教育用 PC 938

さ い 教育用 PC ータ い

い  

情報基盤システム 研究 部情報システム 用 い 情報基

盤システム 業 い 業 情報基盤システム システム状況

情報 ト ー 情報システム（ ー ン ） つい

教職員 業 部 門 部 つい 用

・ ・ 用 い い 用

研究 部情報システム システム さ セ ート イ ステ

ン ー ス ン イン システム 用さ い  
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2) 情報セ テ  

 情報セ テ （CISO） ン ータセ テ インシ ント ー

ム（CSIRT） 28 い 情報セ テ 関

い 30 5 3 1 ー CSIRT ーム ー

セ テ 関連 情報 い 4 11 1 5 1 31 ー ー ーン

さ い ー 433 情報セ テ 実

さ Web 8 OS 69 つい ー あ い

4 インシ ント 34 い 12

セス インシ ント あ インシ ント 1 あ インシ ント つ

い 情報セ テ 員 報  

 ント セス 基盤システム 要 い ー

3 4 ・ 用教職員・ 5 教職員

4 セ ート イ 要 ス ー シス

テム い  

3) ステ ン ー ス 用  

 情報基盤システム さ ステ ン ー ス

さ 用 5 3 OS ステ ン 79 Web ステ ン 111 ー

スさ い い 研究活動 教育活動 さ 連 連 活用

ト ーム 利用 い 部 ー ー ス つい ステ ン

ー ス 用 い  

4) システム 用  

26 4 イ ト Microsoft 365 用い ント 基盤

ー ・教職員 員 用 3 3 Microsoft 365 A3 for 

faculty 3 4 ン 要 用

イ ト 利用 ト い 用

い  

システム Microsoft Teams 動 システム Microsoft Stream

ーシ ン 用 ート ン イン スム

ース  

5)  

 ・ 連 い い

主要キャンパスと変わらない情報ネットワーク環境を提供するため，総合情報メディアセンターでは VPN（Virtual 

Private Network）による遠隔拠点 情報 ト ー い 用情報 ト

ー 18 （ 10 ー ーンあ ） 情報基盤システム 部
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情報基盤システム 用 い  

6) 情報 センター 1 部 （情報基盤・セ テ 部 ） 

情報 センター 1 部 情報 ト ー 情報システム 情報基

盤 情報セ テ 関連事 つい 用 あ

い 基 部 い 情報基盤・セ テ 関連事 つい い 事

つい 要 教員 ・ 員 長 員 業 い

4 部 1 4 14 2 5 12 3 6 9 4 7 13 5

8 10 6 9 14 7 10 12 8 11 16 9 12 16 10

1 18 11 2 15 12 3 15 情報セ テ 員

情報セ テ  

7) 情報セ テ セ ー  

 情報 い 情報セ テ 要 あ

情報セ テ 情報システム 要 あ 4

9 22 ( ) 教職員 情報セ テ セ ー ン イン

情報 研究 教 イ ー 情報セ テ

い い 事 あ  
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（3）教員活動実績 

 

  

KAWAHARA Minoru 

 

 

 

職 教  

E-mail kawahara@ehime-u.ac.jp 

職  

（1990 4 2004 2 ） 

教 （2004 3 2007 3 ） 

教 （2007 4 2013 1 ） 

教 （2013 2 ） 

研究 用システム

 

2003 （情報 ）（ ） 

情報 情報  

門 情報 システム 情報 情報

情報 ーシ ン ー  

研究  

ー ー イ ト ー 基盤

システム 関 研究 

情報 ト ー 基盤 ーシ ン

関 研究 

情報 情報 用 関 研究 

情報 関 研究 

用い 連 ・ 連

関 研究 

部  

情報 センター 員 員（2011

4 ） 

1 部 （情報基盤・セ テ 部 ）部

長（2018 ） 

システム状況 （情報基盤システム ）

長（2011 4 ） 

情報セ テ イ （2012

9 ） 

情報セ テ 門 員 員長（2012 9 ）

情報セ テ 員 員（2012 9 ） 

CSIRT(情報セ テ ーム) ン ー

（2016 ） 

情報基盤システム 員 員（2023 7

）

 

 

 

 

 

AMAN Hirohisa 

 

職 教  

E-mail aman@ehime-u.ac.jp 

職  

部 （2001 4 2005 3 ） 

部 （2005 4 2006 3

） 

研究 （2006 4

2007 3 ） 

研究 （2007 4

2013 9 ） 

情報 センター 教 （2013

10 2022 2 ） 

情報 センター 教 （2022

3 ） 

業 研究

 

2001  （ ）（ 業 ） 

・  

情報 情報

ト （IEEE） 

門 ト  

研究  

ト 関 研究 

ト

mailto:aman@ehime-u.ac.jp
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活用 関 研究 

ト 活動 ント

実 関 研究 

部  

情報 センター 員（2013 10

） 

1 部 （情報基盤・セ テ 部 ） 員

（2018 ） 

情報セ テ 門 員 員（2014 4 ） 

システム 門 員（2020 8 2021

2 ） 

研究 ータ ー ン ー 員（2021

12 ） 

CSIRT(情報セ テ ーム) （2016 ） 

業務システム

ト ン ー（2023 ） 

・ 員  

ト 員（2013 4

） 

情報 ト イ ンス研究  

門 員（2020 5 ） 

情報 ト

員 （2015 2 ） 

情報 ト ン ン シン

ム ム 員（2006 ） 

ト  ト 基

ー シ  FOSE ム 員（2009 ） 

The 30th Asia-Pacific Software Engineering 

Conference (APSEC2023) ム 員 

センター教 員

員（情報関 基 部 ） （2014 4

2016 3 ） 

センター （2019

4 ） 

門  （2006 10 ） 

ベト ム ー ン  員教 （2022

2 ） 

 員教 （2023 ） 

 

 

 

 

 

  

SASAKI Takashi 

 

職 教( ) 

E-mail sasaki@cite.ehime-u.ac.jp 

職  

門 ( ) 

(2001 4 2003 3 ) 

ン ータ ( ) 

(2004 4 2005 3 )  

関 ( ) 

員（2004 6 2007 2 ） 

情報 研究 連 研究員

(2004 10 2005 3 ) 

業 ( ) 情報 部

（2005 4 2007 2 ） 

情報 研究 連 研究員 

 (2005 12 2006 3 ) 

情報 研究 連 研究員

(2006 12 2007 2 ) 

情報 センター （2007 2

） 

情報 教（2013 10 ） 

 

部 業( )（1998 3 ） 

情報 研究

（2000 3 ） 

情報 研究

（2004 3 ） 

2000 （ ）（

） 

情報 ,IEEE, Information 
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Processing Society of Japan,  

門 情報 ト ー , シ

ステム イ ン ーテ ン e-Learning 

研究  

e-Learning システム イン  

ト ー  

規 スト ー タ ー イ  

システム 

部  

EPOCH つ 実 員（2007 ） 

1 部 （情報基盤・セ テ 部 ） 員

（2018 ） 

e ー ン ー ン ー （2009

）  

CSIRT(情報セ テ ーム) （2016 ） 

・ 員 活動  

e-Knowledge ン ーシ ム 員 

システム 門 員（2008 ） 

e つ 研究 事（2010 ） 

情報 部 員（2010 ） 

Treasurer of IEEE Shikoku Section（2011 ） 

タ ー イ システム

員 

Android 部 

情報セ テ 研究 （ セ テ

） 

ー ンセ ー 実 員 

ー ン ース ン ンス 実 員 

情報セ テ シン ム 実 員 

Code for DOGO 員(2015 3 )

 

 

 

  

SAEKI Shozo 

 

 

職 教 

E-mail saeki.shozo.cg@ehime-u.ac.jp 

職  

イン ス 事業 （2019 4

2022 3 ） 

 教（2022 4 ） 

研究 情報

情報 ース  

2022 （ ）（ ） 

 

門 情報 情報 ータセ

テ  

研究  

関 研

究 

関 研究 

関 研究 

ータセ テ

関 研究 

部  

1 部 （情報基盤・セ テ 部 ）部

長（2022 ） 
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Multi proxy Anchor Family Loss for Several Types of Gradients, Shozo Saeki・Minoru Kawahara・Hirohisa 

Aman, Computer Vision and Image Understanding, Vol.229, 103654:1-103654:9, 2023. 

A Comparative Study of Data Collection Periods for Just-In-Time Defect Prediction Using the Automatic 

Machine Learning Method Kosuke Ohara・Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, 

IEICE Transactions on Information and Systems, Vol.E106.D, No. 2, pp.166–169, 2023. 

Transformer 活用 ー ン ,  ・  ・  ン

ータ ト Vol.39, No. 4, pp.17–23, 2022. 

ム ベ ト 実 活用  ・  ・  ト

基  29 pp.85-90, Digital 2022. 

ータセ ト,  ・  ・  ト 基  29

pp.195-196, Digital 2022. 

ース ー 活用 ・ ・ ト

基  28 pp.81-90, Digital 2021． 

ムス イス  Doc2Vec 用い ・ ・ ン ータ

ト Vol.38, No. 4, pp.9-15, 2021. 

・ ・

ン ータ ト Vol.37, No.4, pp.38-49, 2020.  

Empirical Study of Abnormality in Local Variables and Its Application to Fault Prone Java Method 

Analysis, Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Journal of Software: Evolution 

and Process, Vol.32, No.4, pp.e2220, 2020.  

Doc2Vec 活用 動 , ・ ・ ト 基 XXVII

pp.51-56, 2020． 

A Survival Analysis-Based Prioritization of Code Checker Warning: A Case Study Using PMD, Hirohisa Aman・

Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Big Data, Cloud Computing, and Data Science Engineering. 

Studies in Computational Intelligence, vol.844, pp.69-83, 2020. 

さ 活用 関 , ・ ・

ト 基 XXVI pp.3-12, 2019． 

ータ 関 ー ト ス ト ス ・ ・ ン

ータ ト Vol.36, No.4, pp.32-38, 2019. 

ー ト ス ース ー ト ス , ・ ・

ト 基 XXV pp.47-52, 2018． 

利用 Java 実 ・ ・

ン ータ ト Vol.35, No.4, pp.115-121, 2018. 

A Quantitative Analysis on Relationship between an Early-Closed Bug and Its Amount of Clues: A Case 

Study of Apache Ant, Akito Sunouchi・Hirohisa Aman・Minoru Kawahara, IEICE Transactions on Information 

and Systems vol.E101-D, no.10, pp.2523-2525, 2018. 

An Entropy-Based Metric of Developer Contribution in Open Source Development and Its Application to 

Fault-Prone Program Analysis, Kazuki Yamauchi・Hirohisa Aman・Minoru Kawahara, International Journal of 
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Networked and Distributed Computing, vol.6, no.3, pp.118-132, 2018. 

 

 

Have Java Production Methods Co-Evolved With Test Methods Properly?: A Fine-Grained Repository-Based 

Co-Evolution Analysis, Tenma Kita・Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, 

Proc. 48th Euromicro Conference on Software Engineering and Advanced Applications, pp.120–124, 2022. 

An Investigation of Compound Variable Names Toward Automated Detection of Confusing Variable Pairs, 

Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara Proc. 36th IEEE/ACM International 

Conference on Automated Software Engineering Workshop, pp.133-137, 2021. 

A Large-Scale Investigation of Local Variable Names in Java Programs: Is Longer Name Better for Broader 

Scope Variable? Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara Paiva A.C.R., Cavalli 

A.R., Ventura Martins P., Pérez-Castillo R. (eds) Quality of Information and Communications Technology, 

Communications in Computer and Information Science, vol. 1439, Springer, pp.489–500, 2021. 

A Comparative Study of Vectorization Approaches for Detecting Inconsistent Method Names, Tomoya 

Minehisa,・Hirohisa Aman・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, R. Lee (ed.), Computer and Information Science 

2021–Summer, Studies in Computational Intelligence, vol.985, Springer, pp.125–144, 2021. 

Significance of Emphasized Features for Good Representation on Deep Metric Learning, Shozo Saeki・

Minoru Kawahara・Hirohisa Aman, Proc. 18th IEEE/ACIS International Virtual Conference on Software 

Engineering, Management and Applications, pp.27–32, 2021. 

A Mahalanobis Distance-Based Integration of Suspicious Scores For Bug Localization, Masanao Asato・

Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 27th Asia-Pacific Software 

Engineering Conference (APSEC 2020), pp.475-479, 2020.  

A Comparative Study of Vectorization-Based Static Test Case Prioritization Methods, Hirohisa Aman ・

Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara Proc. 2020 46th Euromicro Conference on Software 

Engineering and Advanced Applications (SEAA2020), pp.80-88, 2020. 

Empirical Study of Fault Introduction Focusing on the Similarity among Local Variable Names, Hirohisa 

Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 7th International Workshop on Quantitative 

Approaches to Software Quality, pp.3-11, 2019.  

Scalable Laplacian Regularized Least Squares Classification on Anchor Graph,Shozo Saeki・Minoru 

Kawahara・Hirohisa Aman, Proc. 2019 IEEE/ACIS 4th International Conference on Big Data, Cloud Computing, 

Data Science & Engineering, pp.71-76, 2019. 

A Doc2Vec-Based Assessment of Comments and Its Application to Change-Prone Method Analysis, Hirohisa 

Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 25th Asia-Pacific Software Engineering 

Conference (APSEC2018), pp.643-647, 2018. 

Fault-Prone Java Method Analysis Focusing on Pair of Local Variables with Confusing Names, Keiichiro 

Tashima・Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 2017 44th Euromicro 

Conference on Software Engineering and Advanced Applications (SEAA2018), pp.154-158, 2018. 

Empirical Analysis of Coding Standard Violation Focusing on Its Coverage and Importance, Aji Ery 

Burhandenny・Hirohisa Aman・Minoru Kawahara, Proc. 2018 IEEE 42nd Annual Computer Software and Applications 

Conference (COMPSAC2018), pp.837-838, 2018. 
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Fault-Prone Source File Analysis Focusing on the Contribution Entropy in Open Source Development, Kazuki 

Yamauchi・Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 2018 IEEE/ACIS 3rd 

International Conference on Big Data, Cloud Computing, Data Science & Engineering (BCD2018), pp.7-14, 

2018.  

A Topic Model and Test History-Based Test Case Recommendation Method for Regression Testing, Hirohisa 

Aman・Takashi Nakano・Hideto Ogasawara・Minoru Kawahara, Proc. 2018 IEEE International Conference on 

Software Testing, Verification and Validation Workshops, pp.302-397, 2018. 

 

要・ ・報  

デ スの Wi-Fi CSI を いた の , ，情報

85 ，6ZA-02，2023. 

ム ム ベ ト 関 つい  ・  ・

 情報 ンター ー シ 2023 vol.2023, pp.11–12, 2023. 

SBFL 関 つい  ・  ・  情報

ンター ー シ 2023 vol.2023, pp.13–14, 2023. 

StyleGAN つ 関 研究 ・ ・ ・

・ ４ ・ ・情報関 部連 2022. 

Pycodestyle 関 関  ・  ・  情報

研究報 ト vol.2022-SE-212, no.12, pp.1–8, 2022. 

活用 ー ン  ・  ・  ト

研究  16 ー シ 2022. 

タ ト 用い D-15 テスト SPP1 動 , ・ ・

・ , 情報 84 , 2ZL-09, 2022. 

セン 用い VDT 業 関 研究, ・ ・ ・ , 情

報 84 , 7ZD-06, 2022. 

ト ス つい  ー ト 実 ・

・ 情報 研究報 vol.119, no.246, SS2019-22, pp.53-58, 2019. 

基 い  TraceScore 関 実

・ ・ 情報 研究報 vol.119, no.112, SS2019-4, pp.99-104, 2019. 

ト ース ー 関 ・ ・ 情報

ト 研究報 vol.2018-SE-198, no.30, pp.1-8, 2018. 

 

   

 

Multi Proxy Anchor Family Loss for Several Types of Gradients, Shozo Saeki・Minoru Kawahara・Hirohisa 

Aman, Computer Vision and Image Understanding, Vol.229, 103654:1-103654:9, 2023. 

A Comparative Study of Data Collection Periods for Just-In-Time Defect Prediction Using the Automatic 

Machine Learning Method Kosuke Ohara・Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, 

IEICE Transactions on Information and Systems, Vol.E106.D, No. 2, pp.166–169, 2023. 

Transformer 活用 ー ン ,  ・  ・  ン
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ータ ト Vol.39, No. 4, pp.17–23, 2022. 

ム ベ ト 実 活用  ・  ・  ト

基  29 pp.85-90, Digital 2022. 

ータセ ト,  ・  ・  ト 基  29

pp.195-196, Digital 2022. 

An extended study on applicability and performance of homogeneous cross-project defect prediction 

approaches under homogeneous cross-company effort estimation situation Sousuke Amasaki・Hirohisa Aman・

Tomoyuki Yokogawa, Empirical Software Engineering, vol.27, no.2, pp.46:1–46:29, 2022. 

ース ー 活用 ・ ・ ト

基  28 pp.81-90, Digital 2021． 

ムス イス  Doc2Vec 用い ・ ・ ン ータ

ト Vol.38, No. 4, pp.9-15, 2021. 

Synthesis and Consistency Verification of UML Sequence Diagrams with Hierarchical Structure Akira 

Matsumoto・Tomoyuki Yokogawa・Sousuke Amasaki・Hirohisa Aman・Kazutami Arimoto, Information Engineering 

Express, vol.6, no.2, pp.1-19, 2020. 

・ ・

ン ータ ト Vol.37, No.4, pp.38-49, 2020. 

Empirical Study of Abnormality in Local Variables and Its Application to Fault Prone Java Method 

Analysis, Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Journal of Software: Evolution 

and Process, Vol.32, No.4, pp.e2220, 2020.  

Doc2Vec 活用 動 , ・ ・ ト 基 XXVII

pp.51-56, 2020． 

A Survival Analysis-Based Prioritization of Code Checker Warning: A Case Study Using PMD, Hirohisa Aman・

Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Big Data, Cloud Computing, and Data Science Engineering. 

Studies in Computational Intelligence, vol.844, pp.69-83, 2020. 

さ 活用 関 , ・ ・

ト 基 XXVI pp.3-12, 2019． 

ータ 関 ー ト ス ト ス ・ ・ ン

ータ ト Vol.36, No.4, pp.32-38, 2019. 

ー ト ス ース ー ト ス , ・ ・

ト 基 XXV pp.47-52, 2018． 

利用 Java 実 ・ ・

ン ータ ト Vol.35, No.4, pp.115-121, 2018. 

A Quantitative Analysis on Relationship between an Early-Closed Bug and Its Amount of Clues: A Case 

Study of Apache Ant, Akito Sunouchi・Hirohisa Aman・Minoru Kawahara, IEICE Transactions on Information 

and Systems vol.E101-D, no.10, pp.2523-2525, 2018. 

An Entropy-Based Metric of Developer Contribution in Open Source Development and Its Application to 

Fault-Prone Program Analysis, Kazuki Yamauchi・Hirohisa Aman・Minoru Kawahara, International Journal of 

Networked and Distributed Computing, vol.6, no.3, pp.118-132, 2018.  
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An Evaluation of Cross-Project Defect Prediction Approaches on Cross-Personalized Defect Prediction, 

Sousuke Amasaki・Hirohisa Aman・Tomoyuki Yokogawa, Taibi, D., Kuhrmann, M., Mikkonen, T., Klünder, J., 

Abrahamsson, P. (eds) Product-Focused Software Process Improvement, Lecture Notes in Computer Science, 

vol. 13709, pp.433–448, Springer, Cham, Switzerland, 2022. 

Verifying Game Logic in Unreal Engine 5 Blueprint Visual Scripting System Using Model Checking, Kazuki 

Wayama・Tomoyuki Yokogawa・ Sousuke Amasaki・ Hirohisa Aman・Kazutami Arimoto, Proc. 37th IEEE/ACM 

International Conference on Automated Software Engineering Workshops, pp.213:1–213:8, 2022. 

Have Java Production Methods Co-Evolved With Test Methods Properly?: A Fine-Grained Repository-Based 

Co-Evolution Analysis, Tenma Kita・Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, 

Proc. 48th Euromicro Conference on Software Engineering and Advanced Applications, pp.120–124, 2022. 

An Evaluation of Effort-Aware Fine-Grained Just-in-Time Defect Prediction Methods, Sousuke Amasaki・ 

Hirohisa Aman・omoyuki Yokogawa, Proc. 48th Euromicro Conference on Software Engineering and Advanced 

Applications, pp.209–216, 2022. 

A Visual Modeling Environment for the nuXmv Model Checker Intended for Novice Users, Kazuma Toyota・ 

Tomoyuki Yokogawa・Sousuke Amasaki・Hirohisa Aman・Kazutami Arimoto, Proc. 7th International Conference 

on Enterprise Architecture and Information Systems (EAIS 2022), pp. 684-685, 2022. 

Searching for Bellwether Developers for Cross-Personalized Defect Prediction, Sousuke Amasaki・Hirohisa 

Aman・Tomoyuki Yokogawa Ardito L., Jedlitschka A., Morisio M., Torchiano M. (eds) Product-Focused Software 

Process Improvement, Lecture Notes in Computer Science, vol. 13126. Springer, Cham, pp.183-198, 2021. 

An Investigation of Compound Variable Names Toward Automated Detection of Confusing Variable Pairs, 

Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara Proc. 36th IEEE/ACM International 

Conference on Automated Software Engineering Workshop, pp.133-137, 2021. 

A Large-Scale Investigation of Local Variable Names in Java Programs: Is Longer Name Better for Broader 

Scope Variable? Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara Paiva A.C.R., Cavalli 

A.R., Ventura Martins P., Pérez-Castillo R. (eds) Quality of Information and Communications Technology, 

Communications in Computer and Information Science, vol. 1439, Springer, pp.489–500, 2021. 

A Preliminary Evaluation of CPDP Approaches on Just-in-Time Software Defect Prediction, Sousuke 

Amasaki・Hirohisa Aman・Tomoyuki Yokogawa Proc. 47th Euromicro Conference on Software Engineering and 

Advanced Applications, pp.279-286, 2021. 

A Comparative Study of Vectorization Approaches for Detecting Inconsistent Method Names, Tomoya 

Minehisa,・Hirohisa Aman・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, R. Lee (ed.), Computer and Information Science 

2021–Summer, Studies in Computational Intelligence, vol.985, Springer, pp.125–144, 2021. 

Significance of Emphasized Features for Good Representation on Deep Metric Learning, Shozo Saeki・

Minoru Kawahara・Hirohisa Aman, Proc. 18th IEEE/ACIS International Virtual Conference on Software 

Engineering, Management and Applications, pp.27–32, 2021. 

A Mahalanobis Distance-Based Integration of Suspicious Scores For Bug Localization, Masanao Asato・

Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 27th Asia-Pacific Software 

Engineering Conference (APSEC 2020), pp.475-479, 2020. 

An Exploratory Study on Applicability of Cross Project Defect Prediction Approaches to Cross-Company 
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Effort Estimation Sousuke Amasaki・Hirohisa Aman・Tomoyuki Yokogawa Proc. 16th ACM International 

Conference on Predictive Models and Data Analytics in Software Engineering (PROMISE2020), pp.71-80, 2020. 

A Node-Style Visual Programming Environment for the nuXmv Model Checker Hayato Naito・Tomouki Yokogawa・

Nao Igawa・Sousuke Amasaki・Hirohisa Aman・Kazutami Arimoto Proc. 2020 IEEE 9th Global Conference on 

Consumer Electronics (GCCE2020), pp.58-62, 2020. 

A Comparative Study of Vectorization-Based Static Test Case Prioritization Methods, Hirohisa Aman ・

Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara Proc. 2020 46th Euromicro Conference on Software 

Engineering and Advanced Applications (SEAA2020), pp.80-88, 2020. 

On the Effects of File-Level Information on Method-Level Bug Localization, Sousuke Amasaki・Hirohisa 

Aman・Tomoyuki Yokogawa Proc. 2020 46th Euromicro Conference on Software Engineering and Advanced 

Applications (SEAA2020), pp.314-321, 2020. 

Empirical Study of Fault Introduction Focusing on the Similarity among Local Variable Names, Hirohisa 

Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 7th International Workshop on Quantitative 

Approaches to Software Quality, pp.3-11, 2019.  

Applying Cross Project Defect Prediction Approaches to Cross-Company Effort Estimation Sousuke 

Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Hirohisa Aman Proc. 15th International Conference on Predictive Models and 

Data Analytics in Software Engineering, pp.76-79, 2019. 

A Comparative Study of Vectorization Methods on BugLocator Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Hirohisa 

Aman Proc. 2019 45th Euromicro Conference on Software Engineering and Advanced Applications, pp.236-243, 

2019. 

Consistency Verification of UML Sequence Diagrams Modeling Wireless Sensor Networks, Akira Matsumoto・

Tomoyuki Yokogawa・Sousuke Amasaki・Kazutami Arimoto・Hirohisa Aman, Proc. 8th International Congress 

on Advanced Applied Informatics, pp.458-461, 2019. 

Scalable Laplacian Regularized Least Squares Classification on Anchor Graph,Shozo Saeki・Minoru 

Kawahara・Hirohisa Aman, Proc. 2019 IEEE/ACIS 4th International Conference on Big Data, Cloud Computing, 

Data Science & Engineering, pp.71-76, 2019. 

Towards Better Effort Estimation with Cross-Project Defect Prediction Approaches, Sousuke Amasaki・ 

Tomoyuki Yokogawa・Hirohisa Aman, Proc. Evaluation and Assessment on Software Engineering Conference, 

pp.357-360, 2019. 

A Doc2Vec-Based Assessment of Comments and Its Application to Change-Prone Method Analysis, Hirohisa 

Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 25th Asia-Pacific Software Engineering 

Conference (APSEC2018), pp.643-647, 2018. 

Fault-Prone Java Method Analysis Focusing on Pair of Local Variables with Confusing Names, Keiichiro 

Tashima・Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 2017 44th Euromicro 

Conference on Software Engineering and Advanced Applications (SEAA2018), pp.154-158, 2018. 

Empirical Analysis of Coding Standard Violation Focusing on Its Coverage and Importance, Aji Ery 

Burhandenny・Hirohisa Aman・Minoru Kawahara, Proc. 2018 IEEE 42nd Annual Computer Software and Applications 

Conference (COMPSAC2018), pp.837-838, 2018. 

Fault-Prone Source File Analysis Focusing on the Contribution Entropy in Open Source Development, Kazuki 

Yamauchi・Hirohisa Aman・Sousuke Amasaki・Tomoyuki Yokogawa・Minoru Kawahara, Proc. 2018 IEEE/ACIS 3rd 
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International Conference on Big Data, Cloud Computing, Data Science & Engineering (BCD2018), pp.7-14, 

2018.  

A Topic Model and Test History-Based Test Case Recommendation Method for Regression Testing, Hirohisa 

Aman・Takashi Nakano・Hideto Ogasawara・Minoru Kawahara, Proc. 2018 IEEE International Conference on 

Software Testing, Verification and Validation Workshops, pp.302-397, 2018. 

 

要・ ・報  

ム ム ベ ト 関 つい  ・  ・

 情報 ンター ー シ 2023 vol.2023, pp.11–12, 2023. 

SBFL 関 つい  ・  ・  情報

ンター ー シ 2023 vol.2023, pp.13–14, 2023. 

Pycodestyle 関 関  ・  ・  情報

研究報 ト vol.2022-SE-212, no.12, pp.1–8, 2022. 

活用 ー ン  ・  ・  ト

研究  16 ー シ 2022. 

ト ス つい  ー ト 実 ・

・ 情報 研究報 vol.119, no.246, SS2019-22, pp.53-58, 2019. 

基 い  TraceScore 関 実

・ ・ 情報 研究報 vol.119, no.112, SS2019-4, pp.99-104, 2019. 

つシー ンス ・ 教・ ・ ・

情報 研究報 vol.119, no.112, SS2019-2, pp.47-52, 2019. 

ン 用い NuSMV ・ 教・ ・ ・

情報 研究報 vol.119, no.112, SS2019-1, pp.41-46, 2019. 

ト ース ー 関 ・ ・ 情報

ト 研究報 vol.2018-SE-198, no.30, pp.1-8, 2018. 

 

 

 

 Multi Proxy Anchor Family Loss for Several Types of Gradients, Shozo Saeki・Minoru Kawahara・Hirohisa 

Aman, Journal of Computer Vision and Image Understanding, vol.229, pp.103654, 2023 

 

 

ized Features for Good Representation on Deep Metric Learning, Shozo Saeki・

Minoru Kawahara・Hirohisa Aman, Proc. 18th IEEE/ACIS International Virtual Conference on Software 

Engineering Research, Management and Application, pp.27-32, 2021. 

Scalable Laplacian Regularized Least Squares Classification on Anchor Graph,Shozo Saeki・Minoru 

Kawahara・Hirohisa Aman, Proc. 2019 IEEE/ACIS 4th International Conference on Big Data, Cloud Computing, 

Data Science & Engineering, pp.71-76, 2019. 

 

要・ ・報  
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デ スの Wi-Fi CSI を いた の , ，情報

85 ，6ZA-02，2023. 

StyleGAN つ 関 研究 ・ ・ ・

・ ４ ・ ・情報関 部連 2022. 

タ ト 用い D-15 テスト SPP1 動 , ・ ・

・ , 情報 84 , 2ZL-09, 2022. 

セン 用い VDT 業 関 研究, ・ ・ ・ , 情

報 84 , 7ZD-06, 2022. 
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2) （情報 テ シー 門 ） 

2022 , ータベース, 88 , 門教育 部 

2022 Q2, 基 , 53 , 門教育 部  

2022 情報基盤システム 21 門教育 研究  

 

  

1） （情報 テ シー 門） 

2022 Q2 情報 テ シー 門 88 基 教育 部 

2) （情報 テ シー 門 ） 

2022 C ン 88 門教育 部 

2022 C ン 87 門教育 部 

2022 Q3 テ シー 532 門教育 部 

2022 ト 86 門教育 部 

2022 情報基盤システム 21 門教育 研究  

 

  

1） （情報 テ シー 門） 

2021  Q2 情報 テ シー 門 I 60 基 教育  部 

2021 Q2 情報 テ シー 門 II 30 基 教育 部 

 

 

 

   

2022  業   5  

 

   

2022  業   4  

 

 

 

   

2022  （ ）3  

2022  （ ）2  

 

   

2022  （ ）2  

2022  （ ）3  
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情報 システム 用い 関 研究 

あ 情報 用い 研究 い Wi-Fi

ータ（CSI: Channel State Information） 用い 部 イ

ス ー 状 い ータセンター

ン ス 情報 ト ー シ ト ー IEEE 802.11s

用い シ セス イント システム

関 動

研究 さ 関

つい 研究 関 研究 い 部

  

 
  

ータ 基 い ト ・ 関 研究 

 ト い

ータ ト ・

要 あ 1990 テー い ム

ント い

つい 研究 い 2022 ト ・ 関 研究 11

（ 3 2 ー シ 2 研究 4 ）

関 研究  

 

ト ー テスト 実 関 研究 

 ト さ 動 さ ー

ント ム 業

テスト 実 ト 動 業 い

要 業 あ （ ） 要 い

ー テスト つい 研究 い 2022 テスト

ー 関 研究 4 （ 3 研究 1 ）  

 

  

関 研究 

い ータ い い ータ

ー ト ー あ ータ

さ 用い 用 い ス

い 用さ い 関
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い 関 研究 い 実

さ  

 
関 研究 

あ

あ

い い

状 20 30 あ 長

ー ント 研究

い 2022 研究 あ  
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（1）沿革 

41  3   （ 利用 ） HIPAC103（ 4KW）  

50  2    

50  3   FACOM230-28（ 96KB） 用  

57  7   情報 センター  

57 11   情報 センター （835.3 ート ） 

58  2   FACOM M180IIAD システム（ 12MB）  

58  3   センター ト ー （N1）  

60  3  DDX  

61 11   FACOM M360AP（ 24MB）  

62  4   FACOM M360AP システム  

 2  1   情報センター ー 用 DDX  

 2 10  JUNET ー ー ス  

 3  2   FACOM M770/6 システム（ 64MB）   

 4  2  JAIT  

 5   4  情報 センター   

 5 12  SINET ー  

 6  2   FACOM M1600/6 システム（ :128MB）,CONVEX C3440CT システム  

 6  3   ト ー （EUNET）  

 9 11   ト ー システム  

10  2   S-7/7000U 500, FACOM M1600/6 システム  

12  2   情報 センター （1871 ート ） 

13  3   ト ー システム  

14  2   PRIMPOWER 600 ンシステム  

15  4   情報 センター  

15  9  情報 センター・  

18  2  情報 センター情報基盤システム  

19  6  SINET3 用 

22  3  ー  

22 10  情報 センター情報基盤システム  

23  3  SINET4 用 

23  4  研究・ 情報 センター  

26  9  情報 センター情報基盤システム  

28  2  SINET5 用 

30  4  研究・ 情報 センター 部門  

  9  情報 センター情報基盤システム  

 4  2  SINET6 用 
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（2）情報基盤システム 

  

システム 概  

 4 システム概  
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ト  

 4 用 ト  

■教育PC（Windows）インストールソフトウェア一覧

城北共通(農学部を含む） 医学部共通

1 Microsoft Office Professional 2021 ワープロソフト、表計算ソフト等 * ■ ● ●

2 Microsoft Winndows Viual Studio 2022 統合開発環境 * ■ ● ●

3 7-Zip ファイル圧縮ソフト メ ● ●

4 Accelrys Draw 化学構造式作成ソフト 理 2021/8 2021/8
5 AdobeReaderDC PDF閲覧用ソフト メ ● ●

6 Arduino IDE 統合開発環境 工 ● ●
7 Arial Unicode MSフォント フォント 工 ● ●
8 AutoCad 2020 CADソフト 工 ■ 2021/3
9 CBT 医学部試験実施ソフト 医 ■ ●

10 Chem Sketch 化学構造式描画ソフト 理 2021/8 2021/8
11 Chrome Webブラウザ メ ● ●

12 Civil 3D 2021 製図、設計、施工図を改善するエンジニアリング設計ソフトウェア 工 ■ 2022/8

13 Civil 3D 2023 製図、設計、施工図を改善するエンジニアリング設計ソフトウェア 工 ■ ●

14 Cygwin Unix環境 メ ● ●

15 Eclipse 統合開発環境 メ ● ●

16 FireFox Webブラウザ メ ● ●

17 Flash Player ブラウザプラグイン メ 2021/3 2021/3

18 Fusion 360 製品設計、製造、電子設計 工

19 FX Cloud On-Demand Print Tool プリンタ印刷ツール メ ● ●

20 Gaussian 計算化学用ソフト 理 ■ 2022/3
21 GaussView グラフィカル・インターフェース 理 ■ 2022/3
22 GIMP ペイントソフト メ ● ●

23 GoogleEarth Pro バーチャル地球儀ソフト メ ● ●

24 GTEC試験アプリ 英語試験用アプリ 他 ● ●
25 Infraworks 2021 土木インフラストラクチャ コンセプト設計ソフトウェア 工 ■ 2022/8

26 InfraWorks 2023 土木インフラストラクチャ コンセプト設計ソフトウェア 工 ■ ●

27 Inkscape 高機能ドローソフト 工 ● ●
28 JDK(OpenJDK) Java開発ツール メ ● ●

29 Jw_cad 2次元汎用CADソフト 農 ● ●
30 Lhaplus ファイル圧縮ソフト メ ● ●

31 MANDARA 地理情報分析支援ｼｽﾃﾑ 教 ● ●
32 Primo PDF PDF 作成/変換ソフト メ ● ●

33 Python プログラミング言語 理 ● ●
34 QGIS 地理情報システムの閲覧、編集、分析 社 ● ●
35 R　Studio 統計解析言語R用の統合開発環境 理 ● ●
36 RealPlayer 動画再生ソフト メ ● ●

37 Revit 2020 CADソフト（3次元建物） 工 ■ 2021/3

38 Revit 2021 BIM (ビルディング インフォメーション モデリング)ソフトウェア 工 ■ 2022/8

39 Revit 2023 BIM (ビルディング インフォメーション モデリング)ソフトウェア 工 ■ ●

40 SAS Analytics pro 統計解析ソフト 医 ■ ●
41 SolidWorks 3次元CAD設計ソフト 工 ■ ●
42 SPSS 統計解析ソフト 医 ■ ●
43 Tera Term ターミナルエミュレータ 工 ● ●
44 VirtualBox 仮想化PC作成・実行ソフト 他 ● ●
45 VODBOX Internet Explorer用アドオン 医 2022/3 2022/3
46 一太郎ビューア 一太郎ビューアソフト メ ● ●

47 サクラエディタ テキストエディタ メ ● ●

48 花子ビューア 花子ビューアソフト メ ● ●

49 統計解析言語　R 統計解析ソフト 理 ● ●

■教育PC（Linux）インストールソフトウェア一覧

1 Adobe Reader PDF閲覧用ソフト メ

2 Convert 画像フォーマット変換 工

3 dvipdfmx dviファイルのPDF変換 教

4 dvips dviファイルのPostScript形式への変換 工

5 Eclipse 統合開発環境 メ

6 emacs テキストエディタ 理

7 Firefox Webブラウザ メ

8 Flash Player Linux ブラウザプラグイン メ

9 Gcc Cコンパイラ 工

10 gfortran Fortranコンパイラ 理

11 ghostscript ページ記述言語用のインタプリタ 教

12 ghostview PostScriptファイルの変換（PDF ・JPEG ・PNG形式） 工

13 GIMP ペイントソフト 工

14 GNOME X Window System上で動作するデスクトップ環境 工

15 Gnuplot グラフ描画ソフト 理

16 Java SDK Java開発ツール メ

17 Latex 組版処理用ソフト 教

18 ｌibreoffice ワープロソフト、表計算ソフト等 理 ・工

19 Tgif 描画ツール 工

20 thunderbird メールクライアントソフト 工

21 xdvi dviファイルビューア 教

—注意事項等—
教育用PC(Windows)のSolidWorksについて、農学部に設置している端末へインストールしておりますが、運用の都合上、農学部の端末では、使用できない設定となっております。
教育用PC(Linux)のAdobe Reader は、インストールパッケージの提供がなかったため、現在、ご利用いただけません。

「灰色塗りつぶし」　アンインストールしたソフトウェア（G列または、H列にアンインストール時期を記載）

●

●

●

「区分」　　　　　*・・・仕様書にてインストールしているソフトウェア　　空欄・・・申請に基づきインストールしているソフトウェア
「申請部局」　  法・・・法文学部　　教・・・教育学部　　社・・・社会共創学部　　理・・・理学部　　医・・・医学部　　工・・・工学部　　農・・・農学部　　メ・・・メディアセンタ　　他・・・その他（左記部局以外）
「ライセンス」　 ■・・・有償ライセンスソフトウェア　空欄・・・無償ライセンスソフトウェア

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

-

●

●

●

●

●

イメージパターン

Windows 11

No ソフトウエア名 ソフトウェア説明 区分
申請
部局

ソフトウェア

ライセンス
Linux

No ソフトウエア名 ソフトウェア説明 区分
申請
部局

ソフトウェア

ライセンス
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ト ー 概  

 4 情報基盤システム ト ー  

 ト ー 概  

（3）事業実績 

 

セ テ 関連 

・情報セ テ 教育 テスト(6 ) 

 教職員 情報セ テ 関 情報セ テ 教育 テスト e- ー ン

実  

・セ テ 実 （11 ） 

 ー つい セ テ 実 , さ 利用 い,

 

 

 

・ ン センター （4 ） 

ン い, 1 ト ー ート ,4

11 20 10:00 16:00 ン センター  

 

(4)利用状況 

4 センター利用状況  
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情報基盤システム 

 センター ー LMS 利用 ント , ント つ教職員  

  

センター ー          22   

セ ート イ          1,032   

ステ ン （OS）            79   

ステ ン （Web）           111   

LMS利用 ント           362   

LMS利用（ ース ）          7,493   

 

・  

 い 部 ン イ ・ 業

い  

17:15 21:15 10:00 17:00 1 （

） 

 利用  利用  

2 0 2 2  4  189  60  

2 0 2 2  5  284  181  

2 0 2 2  6  324  66  

2 0 2 2  7  390  169  

2 0 2 2  8  53  11  

2 0 2 2  9   15  1  

2 0 2 2 1 0  160  32  

2 0 2 2 1 1  184  16  

2 0 2 2 1 2  120  32  

2 0 2 3  1  297  44  

2 0 2 3  2  136  30  

2 0 2 3  3  - - -  - - -  

 

ー  

  利用 (イベント )  利用 (イベント )  

 

 

 

 

 

  

2 0 2 2  4  5  2 0 2 2 1 0  7  

2 0 2 2  5  4  2 0 2 2 1 1  7  

2 0 2 2  6  3  2 0 2 2 1 2  8  

2 0 2 2  7  4  2 0 2 3  1  3  

2 0 2 2  8  2  2 0 2 3  2  10 

2 0 2 2  9  3  2 0 2 3  3  4 
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（5）センターイベント 

 

情報セ テ セ ー 

  情報 センター 

  4 9 22 （ ）14 00 16 00 

  1F   （ ）  

  教職員  
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   情報 センター規則 
 
                                                      ３ ４ １  
                                                      規則   ２２   
 
 情報 センター規則（ ２３ 規則 ２４ ） 部  
 
 （ ） 
１  規則 基 規則 ３ ２ 規 基

情報 センター( センター い ) 関

要 事  
 （ ） 
２  センター 利用 ( い ) 情

報基盤 教育研究活動 情報 関 教育研究

情報  
３  センター 情報基盤・セ テ 部門  

 （ ） 
４  センター 職員  

 (1) センター長 
 (2) 教員 
 (3) 教員 
 (4) 要 職員（ センター職員 い ） 
 （センター長） 
５  センター長 教 研究・

研究 （ 研究 い ） 長  
２ センター長 ２ い 員

 
 （ 教員） 
６  教員 研究 事 員

長  
 （ 教員） 

 教員 教員 センター長 教員 部

長 長  
２ 教員 ２ い 員

 
 （職務） 

 センター長 センター 業務  
２ 教員 センター長 職務 センター 業務  
３ 教員 センター 教員 センター 業務  
４ センター職員 センター 業務 事  
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（ 研究 ） 
 センター 業務 関 要 事 研究 い  

 （ 員 ） 
１  センター 関 事 情報 セン

ター 員 （ 員 い ）  
２ 員 関 要 事  
１１   

 （部 ） 
１２  センター 業務 関 事 要 部

 
２ 部 関 要 事  
 （利用） 
１３  センター 利用 関 規  

 （ ） 
１４  センター 部 部  

２ 関 要 事  
 （事務） 
１５  センター 関 事務 研究 部情報システム

事務 部 事務部  
 （ 則） 

１６  規則 センター 関 要 事  
 
    則 
１ 規則 ３ ４ １  
２ 情報 センター教育 イン 規（ ２５ ４ １ ）

 

 則 
 １ 規則 ３ ４ １  
 ２ 情報 センターICT 利用教育 規（ ３ ４ １  

）  
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   情報 センター 規  

 

                                                      １６ ４ １  

                                                      規則   １ ２  
 

( ) 

１  規 情報 センター規則 １４ ２ 規 基

情報 センター ( い )

関 要 事  

( 長) 

２  長  

２ 長 部 情報 センター 員

員( 員 員 い )  

３ 長 員 員 さ い  

４ 長 情報 センター長 い 業務

 

( 員 ) 

３  関 員

 

( 則) 

４  規 関 要 事 長  

 

 

 則 

 規 １６ ４ １  

 則 

 規 ２３ ４ １  
 則 

 規 ３ ４ １  
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   情報 センター利用規  

 

                                                      １６ ４ １  

                                                      規則   １ ３  

 

( ) 

１  規 情報 センター規則 １３ 規 基

情報 センター( センター い ) シス

テム( システム い ) ン ス情報 ト ー ( ト ー

い ) 利用 関 要 事  

(利用 ) 

２  システム ト ー 利用

 

(1) 職員  

(2) センター長  

(システム利用 ) 

３  システム 利用 利用 センター長

 

２  

( ト ー 利用 ) 

４  ト ー 利用  

２ ト ー 利用  

( シー ) 

５  システム ト ー 利用 情報システム

用基 情報システム 用基 規則

情報システム 用・ 規 情報 基

い  

(システム利用 ) 

６  利用 ( い ) システム利用

利用 い  

２ 規 センター

員 センター長  

( ト ー 利用 ) 

 ト ー 利用 センタ

ー 員 センター長  

(利用 ) 

 センター長 システム ト ー 利用 関 利用

 

( 動 ) 

 センター 関 事 センター
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長 要 い  

(1) 動  

(2) ト  

(利用 ) 

１  センター長 センター 関 規則 あ センタ

ー さ あ 利用

利用  

( 則) 

１１  規 センター 利用 関 要 事 センター

員 センター長  

 

       則 

 規 １６ ４ １  

     則 

 規 ２２ ４ １  

     則 

 規 ２３ ４ １  

     則 

 規 ２４ ４ １  

     則 

 規 ２４ １２  
     則 

 規 ３ ４ １  
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